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研究成果の概要（和文）：アート空間とは、主に弘前大学教育学部附属小学校に整備された中庭(パティオ)を指
す。そこで行われた小学生の造形遊びを通して、材料から考案し、児童の空間把握の実態を検証した。また造形
活動の場所を学校外に設け、展覧会やワークショップを行う。本研究は、児童の活動を通して、材料や場所から
空間作りが始まり、身体の成長とともに、全体の造形的空間(アート空間)を考えられるようになることを実証。
材料と場所、空間が一体となって、造形活動とともに空間認識(知)力が育まれる点に重要な意味が見出された。
アート空間は、子ども達が造形活動できる場として、学校の中にもまた地域社会の中にも、環境として必要であ
ることを提言した。

研究成果の概要（英文）：Here, art space refers to the courtyard (patio) of the elementary school 
affiliated with the Faculty of Education, Hirosaki University. Through the practice of zokei-asobi 
(art-play) conducted there, I devised teaching materials and verified the children's grasp of space 
in art. Furthermore, I organized places where children could engage in art activities outside of 
school through exhibitions and workshops. This study proved that through those activities children 
learn to recognize and consider artistic space as a whole as they use art materials and places. It 
is of great significance that together with materials, place and space improve children’s spatial 
recognition. I contended that art space is necessary for children to engage in art activities not 
only in school but also in social environments. 

研究分野：図画工作・美術科教育、美術教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 1989 年の学習指導要領の改訂以降、総合
的な環境教育に関わる内容が重要視されて
きた。しかし、図工科教育においてその点が
十分考慮されているとは言えない実態があ
ろう。とくに、東日本大震災以降、環境をめ
ぐる問題は一層、現実味を帯びている。場所
や空間、自然の認識や把握においても図工科
の教科ならではの取組みが考えられると思
う。 
 
(2) 2011～13 年にわたって、「小学校の特性
を活用した図工科学習モデルの構築」（基盤
研究（C）23531150）というテーマで研究を
行ってきた。図工科を広く、地域性や他教科、
校外学習、異学年交流などと関連付けながら、
授業提案をしてきた。そうした中で新しく造
られたアート空間（パティオ）での「造形遊
び」は、本研究課題と密接に関連しており、
強く「場」の問題、「環境」を意識させられ
ることにもなった。改めて学校という場所や
空間を、環境という視点で捉え直すことによ
り、図工科の学習環境として次の 3点を抽出
した。1)教室や図工室 2)教室外やアート空
間 3)学校外の地域、である。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、弘前大学教育学部附属小学校
に新たに整備された、中庭（パティオ）―デ
ザインされた造形空間（アート空間）に注目
し、小学校の成長過程にある児童が図工科で
この場所にどのように関わって空間認識を
育むか、児童の場所や空間把握について系統
立てて追究するものである。 
 
(2) 造形空間は、一般に造形作品の生み出す
空間感を意味するが、本研究では「造形遊び」
に特徴的な造形活動と周囲との関わり、いわ
ゆる広い意味で「環境」としての「場所」や
「空間」の問題に目を向け、「アート空間」
として注目する。小学校の造形活動に密接に
関連する「材料」に注視し、学習環境を 1)
教室や図工室、2)教室外やアート空間、3)学
校外の地域、に分類し、材料・場所・空間の
問題を中心として、児童の空間把握の実態、
並びに教科の可能性について考察する。 
 
３．研究の方法 
(1) 具体的に、図工科における場所・空間認
識の問題について、材料と関連づけながら題
材考案をし、学習環境を 1)教室や図工室、2)
教室外の場所やアート空間、3)学校外の地域、
の視点から実践的に考察する。 
 
(2) 1 年目は低学年を中心にし、材料や場所
に注目する。とくに造形遊びについては材料
が中心となる。2 年目は中学年の造形遊びの
材料や場所の問題に着眼する。適宜、地域性
を視野に入れる。3 年目は高学年を中心とし
て場所の特徴―空間に着目し、学校をめぐる

場所や空間の問題と、自然環境を含めた教材
化を図り実践する。 
 
４．研究成果 
本研究テーマの副題―材料、場所、空間の
問題に沿って、以下（1）材料について、主
に教室や図工室での製作、（2）アート空間（パ
ティオ）での活動、(3）地域社会におけるア
ート空間、そして(4）同一材料に基づいた造
形活動と空間把握、に分類し、考察した論文
の要旨に基づいて順に述べていく。 
 
(1）材料と教材化―教室や図工室での実践 
①「素材に基づく子どもの表現―二つの立
体題材の比較考察から―」では、以下のこと
が明らかになる。弘前大学教育学部附属小学
校２年生と３年生を対象に行われた立体題
材を取り上げ、どちらも充実した授業になっ
た要因について、素材との関わりから比較考
察した。立体題材においても小学校低・中学
年において、材料からの影響が大きく、教師
の適切な素材の見極めと、その与え方―仕掛
けや工夫が重要である。素材の特徴を生かし
た材料としての選択と、教材として作り変え
る、教師の教材化の力量が問われている。と
りわけ素材・材料に対する提示の仕方が、児
童の表現の活性化の鍵になる。 
②「地域の祭りと図画工作教材化の課題―
ねぷた灯籠製作の実践を通して―」では、 
2011 年（題材 1：小 4）、2012 年（題材 2：小
4）、2014 年（題材 3：小 6）と、3 回実践さ
れたねぷた灯籠製作をめぐる題材実践を振
り返り、相互に比較しながら、題材 3の問題
点と意義、祭りを教材化する場合の今後の課
題について考察する。6 年生になると、4 年
時の灯籠製作と比較して、格段に大きく複雑
な造形になった。祭りに参加するためにはそ
れらの灯籠に補強が必要になったが、子ども
の造形能力は十分発揮された。今後は一部の
学年だけではなく、児童の発達段階を視野に
入れた題材化、既習内容から発展・展開する
子どもの創作力を踏まえた教材化が必要で
ある。地域文化を学校教材に関連づけること
は、潜在的な造形能力を十二分に発揮させる
点で、大きな意味のあることが実証された。 
③「造形遊びの実践的考察―材料と指導法
をめぐって―」は、造形遊びの内容である。
附属小学校で 1 年、3 年、6 年生を対象に 1
クラスずつであるが、紙を丸めた棒を材料と
した造形遊びを行った。蝦名が材料を発案し
て題材化し、附属小美術部会の教員が授業実
践をした。その結果について材料と指導法の
観点から振り返り、対比的に考察する。同じ
材料を使用しても、材料の限定の仕方によっ
て児童の造形活動が方向づけられるととも
に、場所の製作空間の影響が大きいことが確



かめられた。造形遊びの活動でできる造形は
単なる形ではなく、周囲を取り込んだ形状・
形態を表す活動と捉えられる。技能習得の学
びに繋がる道筋をつけることが、今後の課題
である。 
①の立体題材は図工室で行われ、作業机の
上での活動であったが、それが広がっていっ
た。②では、灯籠が大型化し、床や廊下も使
用され、製作スペースが積極的に生み出され
ていった。③の造形遊びでは、直接に場所が
関わり、６年生は中庭（パティオ）で、３年
生は大きな多目的教室で、１年生は教室での
活動から始まったが、次第に廊下、パティオ
へと移っていった。造形遊びのみならず、絵
や立体､工作の表現においても、意欲的な主
題に向かって、子どもの身体的な成長や彼ら
のイメージの広がりに応じて、作品としての
「造形空間」も充実し広がりを見せる。併せ
て「製作スペース」も拡大していった。子ど
も達の造形活動には、「素材・材料」と「場
所」とが深く連関し合っている。 
 
(2）学校内の場所（アート空間）との関わり 
①「児童のアート空間把握―中学年の造形
遊びを通して―」では、中学年児童は、造形
遊びを通してアート空間（パティオ）全体を
統一的に造形化するまでには至らなかった。
俯瞰視よりも目の前で材料を重ねたり、組み
合わせたりして何かに見立てながら作るこ
とに、興味を示しがちである。組合せをする
グループと、全体的に装飾的に表現しようと
するグループが混在して、活動のなされるこ
とが確認された。高学年の造形遊びでは、材
料や場所（の特徴）を基に活動するが、それ
らに加えて、次の観点からの検討が必要とな
る。1)話合いの場の設定 2) 活動途中での
目的の共有化 3)目的達成に効果的な教材(
題材構成)  の工夫、である。 
②「児童のアート空間把握―高学年の造形
遊びを通して―」では、①の反省から、材料
そのものから検討した。古紙を使用して、そ
れを丸めて棒状にし、両端をリング状にして
そこに通して造形をしていく。同じ材料を使
用して、小学校高学年の造形的な空間把握の
実態について、次の二つの視点から考察する。
一つは 2015・16 年度の 6 年生を対象に、同
じ題材の造形遊びの実践を試み、ワークシー
トを基に検証する。もう一つは 2016 年度の 6
年生は、2 年、4 年時に同一の場所で造形遊
びの実践を行ってきたことから、彼らの成長
に沿った造形活動の変遷について振り返る。
その結果、同じ主題に向かった共同製作とは
異なる、造形遊びの協働性が明らかになる。
それは、協力しながら活動しつつも、「造形
遊び」では、個々のイメージはそれぞれ自由
な広がりを持って、造形活動が展開している

ということである。また、小学校 6年間にお
いて、子どもの成長―身体が造形活動に大き
く作用している。造形遊びに場所(の特徴)を
介在させることを通して、全体的なアート空
間(造形的空間)を把握する造形感覚が、働い
ていることが確認された。高学年にとって造
形遊びは、有意義な表現内容であることが実
証された。 
 
(3）地域社会におけるアート空間 
 ①「東北の子どもの作品展示―『灯ろうで
描く私たちの弘前』展―」では、2015 年 8月
4～7 日まで開催された灯籠製作展について
取り上げ、子どもの作品展示の意義について
考察した。本展覧会は 2011、12、14 年と 3
度に渡って発展・展開したねぷた灯籠製作題
材の集大成として位置づけられる。ねぷた灯
籠作りを学校教材として段階的に展開した
ことにより、児童に技能が身につき、作品が
さらに大型化し、複雑な造形へと発展した。
最大限に子どもの造形能力が引き出された
点に、地域文化を題材化した灯籠製作が図工
教材として果たした重要な意味が見出せた。 
 ②「造形遊びの展示とワークショップ」で
は、造形遊びに関する、二つの展覧会とワー
クショップ（A「みんなで造形遊び」展、B「キ
ッズ・アート Viewing +創 in ヒロロ」展）
について振り返り、その成果と課題について
求めた。幅広い子どもの活動が確認されたが、
特別支援の児童生徒には材料の異なった特
徴づけが必要になる。Aでは、動きと光が、B
では、材料の丈夫さ、堅牢性が今後の課題と
なった。いずれにおいても子ども達は、造形
遊びを通して全身で造形物に触れながら活
動した。今後は、造形遊びを通してできる形
態の、立体や工作的な要素と、立体や工作の
活動による造形物の違いについて、さらに検
討を進めたい。また「造形遊び」の特質とし
て、場所(の特徴)―造形的空間を創出する点
が、顕著となる。 
 
(4) 同一材料に基づいた造形活動と空間把
握 
①「材料によって広がる造形遊びの展開―
新たな教材化の視点を求めて―」は、2015
～16 年に実施した一連の造形遊びの実践結
果に基づく。独自に考案した造形遊びの材料
―古紙を丸めて棒状にし，両端を折ってリン
グ状にして繋いでいく―が，広い年代に受容
された。材料に接合方法を仕組ませ，最も基
本的な形である三角形や三角錘を一つのユ
ニットとして作り，そこから展開していく活
動である。本考察では本材料の特質を抽出し，
新たに教材化するための視点を求めた。造形
遊びの材料には児童の試行錯誤に耐えられ
る強度が必要である。本材料の機能的特質と



しては次の 4点が挙げられる。1.小学 1年生
から年代を問わず扱える，2.接合に工夫の余
地があり，その自由度が多様な造形を可能に
する，3．大きな造形に展開する，4．幾何学
的造形ができる。今後は，a「動き」や「光」
を取り入れた造形活動，b 先端技術や現代ア
ート・建築物，生活の中の身近なデザインな
どと関連づけた鑑賞活動のあり方，が検討さ
れる。 
②「造形遊びの教育的意義―同一材料に基
づいた造形活動と空間把握の諸相を通して
―」では、造形遊びの教育的意義について，
まず材料のあり方から検討する。同一材料を
使って児童のみならず，大学生や教員，幼児
に対して実践をするとともに，その際に課し
たワークシートを比較考察した。紙を丸めた
一本の棒と，リングで繋ぐ方法から思いがけ
ない多様な形が生まれた。このような活動は，
体の成長とともに育成されるべき，子どもの
空間認識にとって大切な行為となる。「造形
遊び」は図画工作科の表現の一つに位置づけ
られているが，造形活動とともに空間認識
(知)力が育まれる点に，重要な意味が見出さ
れた。  
 
結論―研究の総括と今後への展望 
「アート空間」については、学校の教室や
図工室も造形活動により、アートな空間に変
わる。また、学校に整備されたアート空間（パ
ティオ）で、「造形遊び」が実践され、さら
に学校の外でも、展覧会やワークショップの
会場が、アートな空間として捉えられていっ
た。造形遊びでは、造形活動により広い造形
的な空間感が把握されていく。材料や場所
(の特徴)を基に造形的空間を創り出す活動
の意義は、子どもの成長期において特に大き
い。 
小学校におけるアート空間（パティオ）で
は、様々な「造形遊び」が行われた。その結
果、自然物にしろ人工物にしろ、子どもの試
行錯誤に耐えられる材料が、造形遊びには重
要であることが判明する。そこで実践におい
ては、材料から検討がなされた。環境にも配
慮し、大量に手に入りやすい古紙に注目して、
それを丸めて棒状にする。そこに、棒の両端
をリング状にして繋げていくことを特徴づ
け、材料として考案した。それを使用した造
形遊びを、同じパティオで小学生に実践をし
た。そこでわかったことは、子どもは体全体
を使って活動し、造形物と関わり合い、そこ
にできた空間に身を置きながら、造形的な空
間感を感じ取っていることである。子どもの
体の成長に伴って、造形物も大きくなってい
き、そこで感受される造形的空間もより大き
く、広くなっていく。場所のデザインされた
形の中に留まっていた造形活動から、高学年

になると、さらに自分達の造形物を連結させ
たりし、空間全体のバランスを考えられるよ
うになり、元々あった場所の形状を超えてい
くような造形が見られた。まさに、新たな造
形的空間を創り出していたと言える。そこに
は、低・中学年では見られなかったスケール
感があり、身体の発達と造形感覚が認められ
た。 
また、学校の外でワークショップを行った
が、そこでは小学校入学前の幼児や特別支援
学級・学校の児童・生徒も集まり、障害のあ
る子ども達も含めた造形活動の様子を広く
目にすることができた。展示物を会場にセッ
トしてアートな空間を設定し、そこから子ど
も達が自由に繋げたりし、行為によって造形
活動を進めていくことができるような場を
準備したのである。彼らは全身を使って、設
置された造形物に触り、その中に出たり入っ
たりしてその造形物と親しみ、身体感覚を働
かせている。 
造形遊びで用いた本材料は、何度も使用で
き、さらに紙を巻いて補強し、リニューアル
が可能である。古紙を使って繋いで造形して
いく活動には、児童、保護者、大学生、教師
と幅広い年代の方々が興味を持って取り組
んでくれた。また、ワークショップを通して、
幼児、特別支援の子ども達へと対象が広がり、
それぞれの子ども達の状況における造形活
動の段階を確認できた。子どもの身体と造形
活動が大きく関わっていること、参加者の誰
もが造形物に親しみ、造形活動を楽しむこと
は共通している。材料や場所から空間作りが
始まり、さらに身体の成長に伴って、全体の
造形的空間(アート空間)を考えられるよう
になる。材料・場所・空間が一体となって、
造形活動とともに空間認識（知）力が育まれ
る点に，重要な意味が見出された。  
こうした認知の問題に関しては、今後、さ
らに理論的考察が必要となろう。また、造形
遊びの実践方法についても、次の展開に課題
が見つかっている。アート空間－子ども達が
造形活動できる場は、学校の中にもまた地域
社会の中にも、環境として必要である。 
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